
 

改善箇所説明図② 
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                       注：   は交換部品を示す。 

 

 

後部左用座席ベルトのバックルにおいて、保持構造が不適切なため、座席内部に落ち込んで座

席リクライニングができなくなることがある。その状態でリクライニング操作を行うと、バック

ルが損傷して当該座席ベルトが正しくロックできず、最悪の場合、走行中にベルトが外れるおそ

れがある。 

 

改善の内容 

全車両、車台番号を確認するとともに、一部車両に対しては、バックル取付部の保持用バンドを点

検し、対象となる場合は当該バンドを対策品に、バックルを新品に交換する。 

 

識別：改善済車両には、車台番号打刻位置の左側に黄色ペイントを塗布する。 
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